
令和５年第４回定例会　議案の概要

第４回定例会
（会期：令和５年12月４日～12月21日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…６件　●予算案…７件　●承認案…１件　●その他…16件

●委員会提出議案…１件

（　●全会一致可決…30件　●賛成多数可決…１件）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

【表決が分かれた議案名】

議案第188号　令和５年度東広島市一般会計補正予算（第７号）

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 未来の風 公明党 創生会
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部
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令和５年第４回定例会　議案の概要

○
改
正
の
理
由

　

  　

西
条
中
学
校
屋
内
運
動
場
に
空
調

設
備
を
設
置
し
、
ま
た
、
志
和
中
学

校
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
、
そ
の
照
明

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ

れ
ら
の
施
設
設
備
の
使
用
料
を
新
た

に
定
め
ま
す
。
ま
た
、
安
芸
津
中
学

校
屋
内
運
動
場
の
冷
暖
房
を
使
用
す

る
場
合
に
加
算
す
る
使
用
料
の
額
を
、

空
調
設
備
の
更
新
に
伴
い
、
更
新
後

の
設
備
の
ガ
ス
代
等
の
実
績
か
ら
積

算
し
た
額
に
引
き
下
げ
ま
す
。

○
改
正
の
内
容

　

・ 

西
条
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
冷
暖

房
を
使
用
す
る
場
合
の
１
時
間
当

た
り
の
使
用
料
の
加
算
額
を
新
た

に
800
円
と
定
め
ま
す
。

　

・ 

安
芸
津
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
冷

暖
房
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料

を
１
時
間
当
た
り
７
０
４
０
円
か

ら
１
５
０
０
円
に
改
定
し
ま
す
。

Ａ 　

市
町
村
合
併
時
に
旧
安
芸
津
町
か

ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、詳
細

な
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、お
そ

ら
く
減
価
償
却
費
や
施
設
の
整
備
費

等
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
学
校
施
設
の
使
用
料
は
実
費
負

担
を
原
則
と
し
て
い
る
た
め
、実
際

の
電
気
・
ガ
ス
料
金
か
ら
積
算
し
た

使
用
料
に
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ 　

安
芸
津
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
冷

暖
房
使
用
料
が
西
条
中
学
校
に
比
べ

て
倍
近
く
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ 　

西
条
中
学
校
は
都
市
ガ
ス
、
安
芸

津
中
学
校
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用

し
て
お
り
、
契
約
単
価
の
差
が
使
用

料
に
影
響
し
て
い
る
。

Ｑ 　

現
在
の
積
算
方
法
で
は
、
地
域
に

よ
っ
て
格
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

市
内
の
ど
こ
の
地
域
で
あ
っ
て
も
同

じ
よ
う
に
施
設
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
使
用
料
を
平
準
化
す
る
と

　

・ 

志
和
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照

明
施
設
の
使
用
料
を
次
の
表
の
と

お
り
と
し
ま
す
。

○
施
行
期
日

　

令
和
６
年
４
月
１
日
等

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

安
芸
津
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
改

定
前
の
冷
暖
房
使
用
料
７
０
４
０
円

は
ど
う
い
う
積
算
で
設
定
さ
れ
て
い

た
の
か
。

い
う
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ 　

学
校
施
設
の
目
的
外
使
用
に
係
る

使
用
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
施

設
ご
と
に
実
費
を
徴
収
す
る
と
い
う

考
え
で
積
算
し
て
お
り
、市
内
で
一

律
の
額
に
平
準
化
す
る
と
い
う
考
え

方
は
し
て
い
な
い
。
使
用
料
条
例
の

考
え
方
の
根
本
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、市
全
体
と
し
て
議
論
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

質
疑
を
受
け
て
執
行
部
か
ら

示
さ
れ
た
検
討
事
項

・ 

本
案
の
使
用
料
改
定
と
は
別
に
、
数

年
ご
と
に
使
用
料
・
手
数
料
を
全
庁

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
見
直
し
て
い
く

こ
と
を
ル
ー
ル
化
す
る
こ
と
。

・ 

実
費
相
当
額
を
使
用
料
と
し
て
徴
収

す
る
施
設
を
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
資
す
る
目
的
で
使
用
す
る
場
合
に

は
、
減
免
対
象
の
拡
大
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
。

〈
議
案
第
187
号
〉

東
広
島
市
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す

施設名及び区分 使用時間 使用料

照明施設
北側２面 １時間につき 200円

南側１面 １時間につき 100円
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令和５年第４回定例会　議案の概要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
延
長
に
要

す
る
経
費
の
追
加
や
、
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
整
備
へ
の
支
援
の
追
加
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
給
与
改
定
な
ど
を
行
う
た
め
、
歳
入
歳
出
の
総
額
に
16
億

２
６
６
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
１
０
０

５
億
５
８
３
５
万
８
千
円
と
す
る
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

都
市
型
宿
泊
施
設
等
の
立
地
可
能

性
を
調
査
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
過

去
に
誘
致
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る

中
、
な
ぜ
こ
の
段
階
で
補
正
予
算
に

計
上
す
る
こ
と
と
し
た
の
か
。

Ａ 　

市
内
半
導
体
産
業
を
中
心
と
し
た

宿
泊
ニ
ー
ズ
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と

に
加
え
、
市
内
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
を
有
し
た
事
業
所
が
令
和
５
年

11
月
に
閉
館
し
、
地
域
経
済
へ
の
影

響
を
見
据
え
早
期
に
対
応
を
行
う
必

要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反 

対　

一
般
質
問
で
も
子
育
て
支
援
の

充
実
を
求
め
る
声
や
農
業
従
事
者
へ

の
支
援
策
を
求
め
る
声
が
出
て
き
て

い
る
。
過
去
に
公
設
民
営
の
ホ
テ
ル

計
画
を
断
念
し
た
経
緯
も
あ
り
、
民

間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
任
せ
、

市
は
率
先
し
て
福
祉
の
増
進
を
講
じ

る
べ
き
だ
と
考
え
、
反
対
す
る
。

〈
議
案
第
188
号
〉

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）を
可
決
し
ま
し
た

※コンベンション　　会議や集会、見本市などを指し、一般的に国際会議など大規模なものをいう。
　サウンディング調査　　  公募により民間事業者から広く意見や提案を求め、事業への有用な意見や

アイデアを収集することを目的とした、民間事業者と市との直接の意見交
換による調査のこと。対話型市場調査ともいう。

補正予算（第７号）　　補正額　16億2,668万５千円
●新型コロナウイルスワクチン接種事業を延長します。

　・新型コロナウイルスワクチン接種のための委託料の追加

 １億5,005万円

● 広島大学を中心に整備が進む「広島大学デジタルものづくりイ

ノベーション拠点」の支援並びに技術者育成により、本市の主

要産業である自動車産業の振興を図ります。

　・広島中央サイエンスパークに立地する拠点施設の整備費の追加

 ３億8,000万円

　・EV化に関する主要技術等についての研修費の追加 300万円

●人事院勧告等に伴う人件費の増額 １億9,215万９千円

● ※コンベンション機能を備えた都市型宿泊施設等について、将

来都市像を踏まえた需要推計を行うとともに、立地可能性のあ

る施設機能等について調査します。

　・ 都市型宿泊施設等に対するニーズ、※サウンディング調査、

経済波及効果等 500万円

● 東広島こい地鶏の安定的な生産販売体制を構築するため、東広

島こい地鶏推進協議会を再編強化し、民間事業者だけで自走で

きる体制が構築できるまでの間、限定的な支援を行います。

　・種鶏場の経営安定化支援、飼育管理の保全等に関する費用の追加

 289万４千円
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令和５年第４回定例会　議案の概要

　

子
ど
も
の
命
と
安
全
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
保
育
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
保

育
所
等
保
育
施
設
の
職
員
配
置
基
準
の
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
・
国
会

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
国
民
健
康
保
険
の
出
産
被
保
険
者
が

負
担
す
る
所
得
割
額
・
被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
額
措
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

〈
議
案
第
194
号
〉

東
広
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
7
号
〉

政
府・国
会
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

意見書の全文

保育所等保育施設の職員配置基準の改善等を求める意見書
　子どもは、他の何ものにも代えることのできない大切な存在である。
　しかし、近年、公立・私立に関わらず保育施設において、子どもの尊い命が失
われるという事態が生じている。もはや子どもの命と安全が危機的な状況にある
と言わざるを得ない。
　保育施設での重大事故は、保育士や事務職員等の人員不足が大きな原因である
ことは明らかである。
　保育所待機児童問題が発生し、保育施設が急増した一方で、仕事の量や責任に
比べて処遇が低いことで人が集まらず人員不足が一層深刻化しており、一人ひと
りの保育士の努力で保育の質を維持することは限界に来ている。
　コロナ禍の中、保育の質の維持・向上に神経を使い、心をすり減らしながら精
一杯働く保育士等職員が疲弊し職場を去ることのないよう、適切な配置基準に改
善することとあわせて、安心して働き続けることのできる処遇に速やかに改善す
ることが必要である。
　子どもの命と安全を守ることができずに輝かしい未来は存在しない。
　よって国会及び政府におかれては、保育士の保育施設配置基準を少なくとも先
進国並みの配置基準とすることに加え、保育士等の処遇を改善すべく、以下の措
置を講じられるよう強く要請する。

１　保育士の配置基準を改善すること。

２　保育士・放課後児童支援員等の処遇を改善するために必要な財源を確保すること。

○提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣
　文部科学大臣、内閣府特命担当大臣（こども政策　少子化対策）

◎
改
正
の
内
容

　

○
減
額
の
内
容

　

・ 

出
産
被
保
険
者
に
つ
い
て
算
定
し

た
所
得
割
額
の
12
分
の
１
の
額
に

産
前
産
後
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額

を
減
額
し
ま
す
。

　

・ 

所
得
割
額
と
同
様
に
被
保
険
者
均

等
割
額
も
減
額
し
ま
す
。

　

・ 

減
額
対
象
は
、
令
和
５
年
11
月
１

日
以
降
に
出
産
ま
た
は
出
産
予
定

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、

単
胎
児
（
胎
児
が
一
人
）
の
場
合

は
出
産
日
ま
た
は
出
産
予
定
日
の

前
月
か
ら
４
カ
月
間
、多
胎
児（
胎

児
が
二
人
以
上
）
の
場
合
は
３
カ

月
前
か
ら
６
カ
月
間
が
減
額
と
な

り
ま
す
。

　

○
出
産
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
届
出

　

・ 

出
産
被
保
険
者
が
世
帯
に
属
す
る

場
合
に
は
、
納
税
義
務
者
と
出
産

被
保
険
者
の
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
個
人
番
号
、
出
産
の
予
定

日
、
単
胎
妊
娠
・
多
胎
妊
娠
の
別

等
を
記
載
し
た
届
書
を
市
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。

　
○
施
行
期
日

　
　

令
和
６
年
１
月
１
日

委
員
会
で
の
質
疑

Ｑ 　

改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ 　

既
に
予
算
は
補
正
済
み
で
あ
り
、

国
か
ら
の
資
料
を
基
に
シ
ス
テ
ム
改

修
の
手
続
き
を
完
了
し
て
い
る
。
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